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我湖小発第６５号 

令和６年３月４日 

我孫子市教育委員会 あて 

我孫子市立湖北小学校 学校運営協議会 

会長 太田 悟            

 

令和５年度 第４回学校運営協議会 会議報告書 

 

このことについて、我孫子市学校運営協議会規則第１２条の規定について、次のとおり報告します。 

 

出席者氏名：太田 悟・城 健夫・古内 新一・海老原 純子・吉田 千代子 

      長田 英一・根本 真三子 

 

記録者氏名：根本 真三子 

 

（令和６年２月２７日実施） 

主な議事 発言者 協議・発言等の概要 

１．開会 

 

２．校長挨拶 

 

３．６年生を送る会の感想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．学校評価の結果とグランド

デザインの振り返りについ

て 

 

 

委員１ 

 

校長 

 

 

 

 

委員１ 

 

委員２ 

 

委員３ 

委員４ 

 

委員５ 

 

 

教頭 

 

 

委員１ 

 

開会宣言 

 

時候の挨拶と学校の近況 

 

※当日は、６年生を送る会の参観と合わせて実施し、運営

協議会の前に委員には、６年生を送る会を参観していただ

いた。 

みんな生き生きしていた。見かけ（髪の色）も落ち着いて

いるように思った。 

学年ごとに工夫された発表だった。６年生と下学年の今ま

での関わりがわかる発表だった。 

６年生の６年間の振り返りの寸劇もよかった。 

子どもたちの発表から、先生方の指導の細かさが伝わって

きた。また、発表の中の視聴覚技術もよかった。 

温かい風土が伝わってきた。子どもの発表がいいのは、先

生方の人間関係がよい証拠。 

 

※教頭より、児童用、保護者用、教職員用のアンケート結

果、グランドデザインの振り返りについて説明を行った。 

 

読書活動について課題が見られるが、おはなしたまご（読

み聞かせ）に参加している身としては、子どもたちのため



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員２ 

 

 

 

 

委員３ 

 

 

 

 

 

 

委員４ 

 

 

委員５ 

 

 

校長 

 

 

 

 

教頭 

 

 

 

 

 

 

になっているのか疑問。続ける意味があるのか。 

また、いじめ問題や公共のマナーについての結果が学校と

保護者で大きな差がある。いじめについては、芽が小さい

うちに解決してほしい。子どもたちの話に耳を傾けてほし

い。 

主任児童委員という立場から、我孫子市の死亡事故から、

主任児童委員が悩みをもつ子育て中のお母さんにいち早

く近づける方法を我孫子市に要望している。学校が気にな

る家庭を教えてくれれば、民生委員がウォーキングがてら

見回りもできる。 

学校だけで解決できない問題は、他機関との連携をお願い

したい。 

アンケートをとって終わりではなく、ここからがスタート

である。先生たちもゆとりがなく大変だが、話し合う時間

をもってほしい。 

読書活動について、文章を読み取る能力は大事である。湖

北小は NIE に取り組んでいるから、今年度の成果と課題

をもとに来年度もしっかり取り組んでほしい。 

いじめ問題については、些細なことを見逃さない努力を。

トイレ等も注意して見てほしい。 

「あいさつ・時間を守る・正しい言葉づかい」が１つの項

目になっているので、切り離して項目を作った方がよい。 

先生方の評価が厳しいのは、今後も指導していくとの表

れ。子どもたちとしては、コロナ禍よりもできているとい

う意識かもしれない。 

不登校が年間３０万人生まれている。６年生は中学校に不

安をもっているのか。湖北小と新木小は湖北中でうまくや

っていけるのか。 

読書活動については、小さい時の読み聞かせが、将来本を

進んで手に取る子どもになるかどうかに影響を与えてく

ると思う。月１のおはなしたまごは他校に比べると少ない

が、本の入り口になるのでぜひ続けてほしい。そよかぜ号

もよく利用している状況である。 

昨年度の経験から、高学年になってしまうと、いくら読書

活動を推進しようと思っても、今までの積み重ねがない子

どもたちには難しかった。やはり、小さい時からの経験が

大事だと思っている。 

湖北小でも校内研究の中で今後も取り組んでいく。また、

６年生が１年生に読んであげたり、図書委員会が読み聞か

せたりの活動も続けていきたい。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．湖北中区のグランドデザイ

ンの承認 

 

 

 

６．質疑応答 

 

７. 諸連絡等 

 

 

 

 

８．閉会 

 

校長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

 

校長 

 

 

 

 

委員１ 

アンケートの項目については見直していく。 

湖北小の子どもたちは、派手な髪色のみかけによらず、は

じめは控えめな面があるかもしれないが、慣れてくれば新

木小から来た子どもたちに負けないくらいになる。湖北小

の子どもたちは粘り強さがある。髪の色も気になるが、そ

の子どもの本質を見ていくようにしたい。 

湖北小は不登校児が多い。学校でも校内教育支援センター

の設置、心の相談室やスクールカウンセラーの活用等を周

知しているが、学校だけでなく、ひだまりやかけはしの存

在も伝えていく。 

 

※グランドデザインの振り返りと、今後の課題について説

明を行ったが、特に質問等はなかった。 

 

湖北中区のグランドデザインは、承認された。 

 

特になし 

 

学校運営協議会委員として２年間お世話になったお礼。 

来年度からの学校運営協議会委員について依頼。（今回の

出席者５名中３名は来年度も継続していただけるとの返

答。） 

 

閉会宣言 

傍聴人  ０人（発言者数０名） 


